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楚
辭
「
離
騷
」
の
「
美
」
に
つ
い
て

五
三

一
、
問
題
の
所
在

　

筆
者
は
、前
稿
「
楚
辭
「
離
騷
」
に
於
け
る
変
易（
１
）」
に
於
い
て
、「
離

騷
」
で
は
、「
時
間
意
識
」
よ
り
も
変
易
に
対
す
る
認
識
が
強
調
さ
れ
、

「
余
」の
不
変
冀
求
は「
直
」へ
の
志
向
に
拠
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
「
直
」
へ
の
志
向
が
「
離
騷
」
に
表
現
さ
れ
る
「
余
」
の
激
情

の
淵
源
で
あ
る
と
想
定
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
「
余
」
の
激
情
の
淵

源
を
求
め
る
こ
と
は
、「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
世
界
観（
２
）」

を
読
み

取
る
上
で
は
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。本
稿
で
は
前
稿
に
引
き
続
き
、

「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
激
情
の
淵
源
の
考
察
を
目
的
と
し
、「
余
」
の

冀
求
対
象
の
一
つ
と
し
て
「
美
」
を
想
定
し
、
検
討
を
加
え
る
。
楚

辭
に
於
い
て
は
「
美
」
字
が
多
用
さ
れ
、
こ
の
多
用
が
楚
辭
全
編
の

特
質
の
一
つ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（
３
）。
ま
た
「
美
人
」
の
語
義
に

つ
い
て
は
、
次
章
で
挙
げ
る
よ
う
に
、
複
数
の
論
考
や
言
及
が
あ
る

楚
辭
「
離
騷
」
の
「
美
」
に
つ
い
て

木　

村　

剛　

大

が
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
。

　

本
稿
で
は
「
美
」
に
対
置
さ
れ
る
語
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、「
美
」

が
持
つ
要
素
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。「
美
人
」
に
つ
い
て
は
、

別
稿
に
於
い
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
、
先
行
研
究
概
観
と
本
稿
の
立
場
と

　

本
章
で
は
、
先
行
研
究
の
概
観
を
示
し
、
本
稿
の
立
場
に
つ
い
て

述
べ
る
。

　
「
美
人
」
に
つ
い
て
は
、
大
木
春
基
氏
の
論
考（
４
）と

石
川
三
佐
男
氏

の
論
考（
５
）と
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
論
考
も
「
美
人
」
の
語
義
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
美
」
の
冀
求
に
拠
る
「
余
」
の
激
情

の
淵
源
を
求
め
た
論
で
は
な
い
。
し
か
し
、
石
川
氏
の
論
考
に
注
目

す
べ
き
指
摘
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
石
川
氏
の
論
考
を
取
り
上
げ
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た
い
。
石
川
氏
は
こ
の
論
考
に
於
い
て
「
九
歌
」
と
複
数
の
鏡
銘
と

を
主
た
る
根
拠
と
し
て
、「
九
章
」
思
美
人
篇
に
つ
い
て
以
下
の
通

り
定
論
す
る
。

思
美
人
篇
の
「
美
人
」
の
實
體
は
「
靈
魂
」（
陽
氣
）
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
「
美
人
」
と
の
再
會
を
願
っ
て
や
ま
な
い
主
人
公
の

實
體
は
「
形
魄
」（
陰
氣
）
で
あ
る
。

�

（
該
書
二
五
六
頁
）

さ
ら
に
石
川
氏
は
、こ
の
「
靈
魂
」
と
「
形
魄
」
と
い
う
構
造
を
「
離

騷
」を
含
む
楚
辭
他
篇
に
も
敷
衍
す
る
。
以
下
に
そ
の
指
摘
を
引
く
。

九
歌
諸
篇
の
「
美
人
」、九
章
諸
篇
の
「
美
人
」、離
騷
篇
の
「
美

人
」
の
實
體
は
い
ず
れ
も
死
者
の
「
靈
魂
」
と
い
う
點
で
同
一

で
あ
る
。
九
歌
の
山
鬼
篇
の
主
人
公
「
山
鬼
」（
屈
原
？
）、
九

章
の
主
人
公（
屈
原
？
）、離
騷
篇
の
主
人
公「
靈
均
」（
屈
原
？
）、

遠
遊
篇
の
主
人
公
（
屈
原
？
）
の
實
體
は
、い
ず
れ
も
「
形
魄
」

（
陰
氣
）
と
い
う
點
で
同
一
で
あ
る
。
思
美
人
篇
の
主
題
は
主

人
公
（
屈
原
？
）
が
す
で
に
天
上
界
に
離
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た

自
ら
の
「
靈
魂
」（
美
人
）
と
の
再
會
を
翹
望
し
、
そ
の
取
り

殘
さ
れ
た
孤
獨
感
を
諬
示
し
哀
訴
す
る
點
に
あ
る
。
な
お
こ
の

主
題
は
九
歌
の
山
鬼
篇
の
主
題
に
も
通
じ
る
。
九
章
九
篇
は
主

人
公
（
屈
原
？
）
が
す
で
に
天
上
界
に
離
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た

自
ら
の
「
靈
魂
」（
美
人
）
と
の
再
會
を
翹
望
し
、
そ
の
取
り

殘
さ
れ
た
孤
獨
感
を
諬
示
し
哀
訴
す
る
主
題
に
一
連
す
る
歌
群

で
あ
る
。
九
章
九
篇
は
死
者
の
「
靈
魂
」（
美
人
）
を
神
々
の

靈
威
を
か
り
て
天
上
界
に
送
り
、
そ
の
永
遠
を
願
う
主
題
に
一

連
す
る
九
歌
十
一
篇
と
對
應
す
る
。

　

つ
ま
り
魂
を
招
く
招
魂
篇
や
魂
魄
を
招
く
大
招
篇
を
も
含
む

『
楚
辭
』
作
品
閒
の
對
應
や
脈
絡
は
、
以
上
に
よ
っ
て
は
っ
き

り
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�

（
該
書
二
五
七
頁
・
二
五
八
頁
）

石
川
氏
は
以
上
の
通
り
、「
九
歌
」・「
九
章
」・「
離
騷
」
の
「
美
人
」

を
「
形
魄
」
の
翹
望
対
象
で
あ
る
「
靈
魂
」
と
定
め
る
。
ま
た
、「
九

章
」
に
つ
い
て
は
、そ
の
主
題
を
示
す
一
方
、「
離
騷
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
題
は
示
さ
れ
な
い
。
果
た
し
て
「
離
騷
」
に
於
い
て
、
石
川

氏
の
指
摘
す
る
「
形
魄
」
の
「
靈
魂
」
翹
望
と
い
う
主
題
が
成
立
し

得
る
か
、
筆
者
に
は
大
い
に
疑
義
が
の
こ
る
。
歴
史
的
背
景
や
社
会

的
背
景
に
拠
る
説
明
の
み
で
は
、
人
々
が
対
象
か
ら
読
み
取
っ
た
内

容
の
説
明
と
し
て
は
十
全
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
離
騷
」の「
世
界
観
」

は
、「
余
」
の
志
向
に
拠
る
激
情
表
現
か
ら
読
み
取
れ
る
と
筆
者
は

想
定
す
る
。
贅
言
を
綴
れ
ば
、
こ
の
「
世
界
観
」
を
読
み
取
る
こ
と

こ
そ
が
、
人
々
に
と
っ
て
「
離
騷
」
を
「
読
む
」
こ
と
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
離
騷
」
に
表
現
さ
れ
る
「
余
」
の
激

情
と
、
そ
の
激
情
の
淵
源
た
る
志
向
と
に
、
読
み
手
が
感
動
す
る
要



楚
辭
「
離
騷
」
の
「
美
」
に
つ
い
て

五
五

素
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

即
ち
、
本
稿
で
着
眼
す
べ
き
は
、
歴
史
的
背
景
や
社
会
的
背
景
に

拠
る
「
靈
魂
」
や
「
形
魄
」
と
い
っ
た
対
象
と
主
体
と
の
内
容
で
は

な
い
。
着
眼
す
べ
き
は
、「
離
騷
」
か
ら
読
み
取
り
得
る
「
余
」
の

激
情
の
淵
源
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、主
体
た
る
「
余
」
が
「
形
魄
」

な
る「
主
人
公
」に
相
当
す
る
と
い
う
立
場
は
、本
稿
で
は
採
ら
な
い
。

　

但
し
、「
靈
魂
」
や
「
形
魄
」
の
議
論
を
擱
け
ば
、
石
川
氏
が
「
翹

望
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
美
」
が
「
余
」
の
冀
求
対
象
で
あ
る
と

の
認
識
に
つ
い
て
は
筆
者
は
同
意
す
る
。

　

小
南
一
郎
博
士
は
「
楚
辞
の
時
間
意
識
─
九
歌
か
ら
離
騒
へ（
６
）」

に

於
い
て
、「
美
」
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
言
及
さ
れ
る
。

　

美
の
語
は
、
必
ず
し
も
現
在
の
よ
う
な
視
覚
的
要
素
の
み
を

取
り
上
げ
、そ
の
優
秀
さ
を
言
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
孟
子
」

尽
心
下
篇
に
、善
と
信
と
美
と
を
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
し
た
中
で
、

「
豊
か
な
内
容
を
備
え
た
も
の
を
美
と
い
う
（
充
実
之
謂
美
）」

と
言
っ
て
お
り
、徳
性
と
才
能
と
を
豊
か
に
備
え
た
人
物
が〝
美

人
〟
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
王
逸
が
離
騒
篇
の
序
で
「
霊
修

と
美
人
と
で
主
君
に
な
ぞ
ら
え
た
（
霊
修
美
人
、
媲
以
於
君
）」

と
云
っ
て
い
る
よ
う
に
、
離
騒
篇
の
表
現
の
水
準
で
は
、
美
人

と
は
、
政
治
を
執
り
、
人
々
を
指
揮
す
る
者
を
指
し
て
い
う
言

葉
で
あ
っ
た
。

�

（
該
書
一
三
三
頁
）

筆
者
も
ま
た
小
南
博
士
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
離
騷
」
に
於
け

る
「
美
」
は
、
視
覚
的
要
素
の
み
に
拠
ら
な
い
と
考
え
る
。
但
し
、

本
稿
で
は
「
美
人
」
の
検
討
で
は
な
く
、「
美
」
の
要
素
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」

は
「
禮
」
や
「
俗
」
と
い
っ
た
対
置
さ
れ
る
語
と
の
関
係
を
検
討
す

る
こ
と
に
拠
り
、
捉
え
得
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

ま
た
、
田
島
花
野
氏
「『
楚
辞
』「
招
魂
」・「
大
招
」
の
美
女
描

写（
７
）」

は
、
美
女
描
写
を
観
点
に
、「
招
魂
」・「
大
招
」・「
七
発
」
の

各
篇
を
比
較
検
討
し
、
内
容
の
近
似
性
に
拠
っ
て
各
篇
成
立
の
前
後

を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
島
氏
は
主
に
王
逸
『
楚
辭
章
句
』
に

拠
り
「
弱
顔
」
や
「
姱
容
」
と
い
っ
た
「
美
女
描
写
」
を
検
討
さ
れ

て
い
る
。「
美
」
の
概
念
的
検
討
に
於
い
て
は
、
田
島
氏
が
言
及
す

る
範
囲
の
語
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
す
「
離
騷
」
本
文
中
の
「
美
」
の
検
討
を

目
的
と
す
る
た
め
、
各
注
釈
に
拠
っ
て
「
美
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
る

と
解
釈
し
得
る
語
に
つ
い
て
は
別
稿
に
於
い
て
論
じ
た
い
。

　

次
に
蕭
兵
氏
の
『
楚
辭
與
美
學（
８
）

』
か
ら
、「
離
騷
」
の
「
内
美
」

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
取
り
上
げ
る
。
蕭
氏
は
該
書
に
於
い
て
、

「
離
騷
」
の
「
紛
吾
既
有
此
内
美
兮　

又
重
之
以
脩
能
」
に
対
し
て

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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「
修
能
」
は
、
あ
る
人
は
よ
く
修
飾
す
る
「
能
修
」
で
あ
る
と

言
い
、
あ
る
人
は
「
修
態
」
を
省
略
し
て
写
し
た
表
記
で
あ
る

と
言
う
。
こ
れ
ら
は
等
し
く
「
形
式
」
や
「
外
在
美
」
に
偏
っ

て
疑
い
を
持
た
な
い
。
あ
る
人
は
「
内
美
」
を
「
人
格
美
」
や

「
高
尚
的
道
徳
品
質
和
情
操
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
美
学
史
界

の
多
く
の
者
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
大
体
同

様
で
差
は
な
い
。
但
し
、
屈
原
の
所
謂
「
内
美
」
が
内
包
す
る

も
の
は
「
心
靈
美
」・「
内
心
美
」
あ
る
い
は
「
人
格
美
」
と
い
っ

た
ず
っ
と
豊
富
で
複
雑
で
あ
る
も
の
（
実
際
は
こ
れ
ら
は
す
べ

て
道
徳
学
の
範
疇
で
美
学
の
概
念
で
は
な
く
、「
美
」
で
は
な

く
「
善
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
も
の
）
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
「
内
美
」
は
少
な
く
と
も
屈
原
の
中
に
あ
る
生
来
備
え
た

人
柄
あ
る
い
は
性
質
で
あ
り
、
倫
理
学
・
美
学
の
解
釈
に
従
う

だ
け
で
は
必
ず
不
明
確
な
解
釈
と
な
る
。

�

（
該
書
九
〇
頁
）

蕭
氏
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、「
形
式
」
や
「
外
在
美
」
と
換
言
し

得
る
「
修
能
」
に
対
し
て
、「
内
美
」
と
は
「
屈
原
」
が
備
え
る
「
善
」

と
説
明
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
筆
者
も
蕭
氏
と
同
様
に
「
離

騷
」
に
於
け
る
「
美
」
は
視
覚
的
要
素
の
み
の
単
一
的
概
念
で
は
な

い
と
想
定
す
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
本
稿
で
は
「
離
騷
」
に

於
け
る「
美
」は
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
け
得
る
と
い
う
立
場
を
採
る
。

　

但
し
、
蕭
氏
は
先
に
引
用
し
た
箇
所
に
続
け
て
、「
内
美
」
の
検

討
に
よ
り「
離
騷
の
歌
主
は
太
陽
神
の
後
裔
で
あ
る
」（
該
書
九
〇
頁
）

と
述
べ
る
が
、
こ
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
現
段
階
の
筆
者
の
認
識
で

は
承
服
し
か
ね
る
。「
離
騷
」
に
於
い
て
は
「
余
」
の
志
は
遂
げ
ら

れ
な
い
。
志
の
未
遂
は
神
、
或
い
は
神
の
後
裔
に
と
っ
て
は
あ
り
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
離
騷
」
の
歌
主
を
太

陽
神
の
後
裔
と
す
る
立
場
は
採
ら
な
い
。さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、

志
の
未
遂
に
対
す
る
詠
嘆
は
「
離
騷
」
の
主
題
の
一
つ
と
な
る
と
筆

者
は
考
え
る
。

　
「
内
美
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
顔
翔
林
氏
『
楚
辞
美
論（
９
）』

に

於
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

屈
原
は
自
己
の
「
内
美
」
と
こ
れ
ら
の
事
物
（
筆
者
注
：
秋
蘭

や
辟
芷
、
騏
驥
な
ど
と
既
述
さ
れ
る
）
の
「
外
美
」
に
は
共
同

性
が
あ
り
、
相
同
じ
く
性
質
の
規
定
性
と
客
観
的
法
則
の
序
列

を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
は
、
生
命
の
霊

性
と
普
遍
的
で
有
効
な
も
の
・
時
間
の
推
移
を
超
越
し
た
審
美

価
値
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
生
命
の
形
式
と
自
身
の
生

命
の
存
在
が
、
実
践
の
対
象
の
世
界
の
意
義
を
構
成
し
、
こ
れ

ら
は
詩
人
に
お
け
る
実
践
す
る
意
志
の
努
力
の
方
向
を
決
定
す

る
。

�

（
該
書
一
〇
四
頁
）
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顔
氏
は
「
外
美
」
と
の
対
比
に
よ
り
「
内
美
」
を
解
釈
す
る
。
本
稿

で
も
後
述
す
る
が
、「
内
美
」
を
検
討
す
る
上
で
は
、「
外
美
」
と
の

比
較
検
討
が
不
可
避
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
顔
氏
は
こ
の
二
者

を
「
自
己
的
〝
内
美
〟」・「
这这
些
物
象
的
〝
外
美
〟」
と
述
べ
る
。
し

か
し
、
筆
者
は
「
内
美
」
は
自
意
の
及
ば
な
い
生
来
の
本
質
で
あ
る

と
想
定
す
る
。
ま
た
「
外
美
」
は
自
意
に
拠
り
後
天
的
に
身
に
着
け

る
も
の
と
想
定
す
る
。
詳
し
く
は
次
項
で
述
べ
る
が
、
以
上
の
よ
う

に
顔
氏
と
筆
者
と
は「
内
美
」の
解
釈
を
異
に
す
る
。
ま
た
以
上
二
つ

の
論
考
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
李
澤
厚
氏『
美
的
歴
程（
（1
（

』な
ど
の

成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

繰
り
返
し
述
べ
る
が
、
本
稿
で
は
「
美
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
対

置
さ
れ
る
語
に
注
意
を
払
っ
て
検
討
を
加
え
た
い
。「
美
」
は
「
余
」

の
冀
求
の
対
象
で
あ
り
、且
つ
「
美
」は
視
覚
的
要
素
の
み
の
単
一
的

概
念
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

こ
こ
ま
で
先
行
研
究
を
概
観
し
本
稿
の
立
場
を
示
し
た
。
以
下
に

「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」
に
つ
い
て
、節
を
分
け
て
検
討
を
加
え
る
。

三
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」

　
「
離
騷
」
に
於
い
て
は
、「
美
」
一
字
で
の
用
例
、
例
え
ば
「
厥
美
」

（
厥
の
美
）
や
「
蔽
美
」（
美
を
蔽
ふ
）、「
兩
美
」（
兩
つ
の
美
）
と
、

「
内
美
」・「
美
人
」・「
美
政
」
な
ど
の
熟
語
と
捉
え
得
る
用
例
と
が

あ
る
。
い
ず
れ
の
用
例
も
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
、
ま
ず
「
美
」

自
体
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ

こ
か
ら
は
、「
美
」と
対
置
さ
れ
る
語
に
注
意
を
払
い
検
討
を
進
め
る
。

ま
ず
は
「
離
騷
」
冒
頭
に
見
ら
れ
る
「
内
美
」
の
語
に
着
眼
す
る
。

（
ⅰ
）「
内
美
」
と
「
脩
能
」
と

帝
高
陽
之
苗
裔
兮　
　
　

帝
高
陽
の
苗
裔

朕
皇
考
曰
伯
庸　
　
　
　

朕
が
皇
考
を
伯
庸
と
曰
ふ

攝
提
貞
于
孟
陬
兮　
　
　

攝
提
孟
陬
に
貞
し

惟
庚
寅
吾
以
降　
　
　
　

惟
れ
庚
寅
吾
れ
以
て
降
れ
り

皇
覽
揆
余
初
度
兮　
　
　

皇
覽
て
余
れ
を
初
度
に
揆
り

肇
錫
余
以
嘉
名　
　
　
　

肇
め
て
余
れ
に
錫
ふ
に
嘉
名
を
以
て
し

名
余
曰
正
則
兮　
　
　
　

余
れ
に
名
づ
け
て
正
則
と
曰
ひ

字
余
曰
靈
均　
　
　
　
　

余
れ
に
字
し
て
靈
均
と
曰
ふ

紛
吾
既
有
此
内
美
兮　
　

紛
と
し
て
吾
れ
既
に
此
の
内
美
有
り

又
重
之
以
脩
能　
　
　
　

又
之
れ
に
重
ぬ
る
に
脩
能
を
以
て
す

扈
江
離
與
辟
芷
兮　
　
　

江
離
と
辟
芷
と
を
扈
り

紉
秋
蘭
以
爲
佩　
　
　
　

秋
蘭
を
紉
い
で
以
て
佩
と
爲
す

　

冒
頭
の
「
内
美
」
は
以
下
の
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

即
ち
、
①
父
祖
と
の
関
係
（
血
統
）・
②
生
ま
れ
た
日
時
（
時
間
）・
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名
と
字
と
、
以
上
の
三
つ
で
あ
る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、「
帝

高
陽
之
苗
裔
兮　

朕
皇
考
曰
伯
庸
」
と
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、「
攝

提
貞
于
孟
陬
兮　

惟
庚
寅
吾
以
降
」
と
あ
る
。
そ
し
て
③
に
つ
い
て

は
、「
皇
覽
揆
余
初
度
兮　

肇
錫
余
以
嘉
名　

名
余
曰
正
則
兮　

字

余
曰
靈
均
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
余
」
が
生
ま
れ
た
際
に
決
定
し
、

或
い
は
付
与
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
余
」
の
自
意
の
及
ば
な

い
生
来
の
性
質
で
あ
る
。「
内
美
」と
は
こ
れ
ら
を
指
す
。つ
ま
り「
内
」

と
は
内
面
や
人
格
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
生
来
・
生
得
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
美
」
と
は
不
可
変
な
も
の
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
先
に
挙
げ
た
①
・
②
・
③
は
、
い
ず
れ
も

自
意
に
拠
っ
て
身
に
着
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
自
意
に
拠
っ
て
変

え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
内
美
」
と
は
生
来
・
生
得
で
あ
り

且
つ
、
自
意
に
拠
る
変
更
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
「
又
重
之
以
脩
能
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
脩
能
」
は
「
之
（
内

美
）」
に
重
ね
る
も
の
で
あ
る
。「
脩
能
」
は
重
ね
よ
う
と
い
う
自
意

に
拠
る
の
で
あ
る
か
ら
「
内
」
で
は
な
い
。
ま
た
仮
に
自
意
が
及
び

得
る
な
ら
ば
、「
可
変
」
で
あ
る
か
ら
、「
内
美
」
に
は
相
当
し
な
い
。

「
脩
能
」
と
は
、
自
意
に
拠
っ
て
身
に
着
け
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、こ
の
「
脩
能
」
は
「
扈
江
離
與
辟
芷
兮　

紉
秋
蘭
以
爲
佩
」

と
い
う
具
体
的
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
香
草
の
佩
用
は
、
自
身

を
装
飾
す
る
行
為
で
あ
り
、
自
己
修
養
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
修

養
は
生
来
の
不
可
変
な
「
内
美
」
と
は
異
な
り
、
自
意
に
拠
り
実
施

さ
れ
る
点
に
着
目
し
た
い
。
生
来
・
生
得
で
あ
る
「
内
美
」
と
自
意

に
拠
る
「
脩
能
」
と
が
対
照
的
に
表
現
さ
れ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、

汪
瑗
も
『
楚
辭
集
解
』・『
楚
辭
蒙
引
』
に
於
い
て
、
筆
者
と
同
様
に

解
釈
す
る（
（1
（

。

内
美
、
承
上
二
章
祖
・
父
・
日
・
月
・
名
・
字
而
總
結
之
。

内
美
と
は
、
上
の
二
章
の
祖
・
父
・
日
・
月
・
名
・
字
を
承
け

て
之
れ
を
總
結
す
。

�

『
楚
辭
集
解
』

内
美
、
總
言
上
二
章
祖
父
世
家
之
美
、
日
月
生
時
之
美
、
所
取

名
字
之
美
、
故
曰
紛
、
言
其
盛
也
。
王
逸
曰
、
言
己
之
生
、
内

含
天
地
之
美
氣
。
朱
子
曰
、
生
得
日
月
之
良
、
是
天
賦
我
美
質

于
内
也
。
二
説
獨
指
日
月
所
生
之
美
而
言
、
非
是
。
内
美
是
得

之
祖
父
與
天
者
、
脩
能
是
勉
之
于
己
者
。
下
文
扈
蘺
芷
・
佩
秋

蘭
、
卽
是
比
喩
自
家
脩
能
。

内
美
と
は
、
總
て
上
の
二
章
の
祖
父
世
家
の
美
、
日
月
生
時
の

美
、
取
る
所
の
名
・
字
の
美
を
言
ひ
、
故
に
紛
と
曰
ふ
は
、
其

の
盛
ん
な
る
を
言
ふ
な
り
。
王
逸
曰
は
く
「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

己
れ
の
生
、
内
に
は
天
地
の
美
氣
を
含
む
。」
と
。
朱
子
曰
は

く
「
日
月
の
良
き
に
生
ま
れ
得
た
り
。
是
れ
天
、
我
れ
の
美
質
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を
内
に
賦
す
る
な
り
。」
と
。
二
説
は
獨
り
日
月
の
生
ま
る
る

所
の
美
を
指
し
て
言
ふ
の
み
。
是
に
非
ず
。
内
美
と
は
是
れ
之

れ
を
祖
父
と
天
と
よ
り
得
る
者
に
し
て
、
脩
能
と
は
是
れ
之
れ

を
己
れ
に
勉
ず
る
者
な
り
。
下
文
の
蘺
芷
を
扈
る
・
秋
蘭
を
佩

ぶ
は
、
卽
ち
是
れ
自
家
の
脩
能
に
比
べ
喩
ふ
。

�

『
楚
辭
蒙
引
』

王
逸
や
朱
熹
に
於
け
る
「
内
美
」
と
は
「
内
側
」「
内
部
」
の
「
美
」

と
い
う
意
で
あ
る
。
し
か
し
汪
瑗
は
「
内
美
是
得
之
祖
父
與
天
者
、

脩
能
是
勉
之
于
己
者
。」
と
い
う
よ
う
に
、「
内
美
」
を
祖
や
父
や
天

よ
り
得
た
生
来
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
脩
能
」
を

己
れ
に
勉
ず
る
も
の
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
脩
能
」
と
は
自
意

に
拠
っ
て
身
に
着
け
る
も
の
で
あ
る
と
換
言
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、

汪
瑗
は
下
文
の
香
草
佩
用
を
「
自
家
脩
能
」
の
比
喩
表
現
と
し
て
捉

え
る
。

　

ま
た
「
内
美
」
と
「
脩
能
」
と
の
対
比
が
明
確
な
解
釈
と
し
て
、

王
夫
之
の『
楚
辭
通
釋
』と
蔣
驥
の
『
山
帶
閣
注
楚
辭
』と
を
挙
げ
る
。

内
美
、
得
天
之
美
命
、
爲
親
所
嘉
予
。
…
脩
能
、
志
正
道
、
學

正
學
而
成
材
也
。

内
美
と
は
、
天
の
美
名
を
得
て
、
親
の
予
れ
を
嘉
す
所
と
爲
す
。

…
脩
能
と
は
、
正
道
に
志
し
、
正
學
を
學
び
て
材
を
成
す
な
り
。

�

『
楚
辭
通
釋
』

内
美
天
工
、
脩
能
人
力
。
扈
江
離
以
下
、
皆
喩
脩
能
之
實
也
。

内
美
と
は
天
工
に
し
て
、
脩
能
と
は
人
力
な
り
。
江
離
を
扈
る

以
下
、
皆
脩
能
の
實
に
喩
ふ
る
な
り
。

�

『
山
帶
閣
注
楚
辭
』

こ
こ
で
も
「
内
美
」
は
自
意
の
及
ば
な
い
「
天
之
美
命
」
や
「
天
工
」

で
あ
り
、「
脩
能
」
は
自
意
に
拠
る
「
學
」
の
結
果
と
し
て
身
に
着

け
る
も
の
、
つ
ま
り
「
人
力
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
「
人

力
」
と
い
う
指
摘
は
、
先
掲
の
汪
瑗
『
楚
辭
蒙
引
』
に
於
け
る
「
脩

能
是
勉
之
于
己
者
」
と
非
常
に
接
近
し
た
理
解
に
拠
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
下
文
の
香
草
佩
用
に
つ
い
て
も
、
蔣
驥
は
「
脩
能
之
實
」
即
ち
、

脩
能
の
実
態
を
喩
え
た
行
為
で
あ
る
と
す
る
。「
脩
能
」
が
「
學
」

に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
の
王
夫
之
の
指
摘
に
近
い
も
の
と
し
て
、
胡

文
英
『
屈
騷
指
掌
』
に
は
次
の
よ
う
に
「
内
美
」
と
「
脩
能
」
と
が

解
釈
さ
れ
る
。

内
美
、
本
質
也
。
脩
能
、
學
力
也
。

内
美
と
は
、
本
質
な
り
。
脩
能
と
は
、
學
力
な
り
。

�

『
屈
騷
指
掌
』

「
内
美
」
を
「
本
質
」
で
あ
る
と
す
る
。「
内
美
」
を
「
質
」
と
す
る

解
釈
は
朱
熹
や
汪
瑗
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
「
脩
能
」
は
「
學
力
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
明
ら
か
に
、
自
意
に
拠
っ
て
身
に
着
け

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の「
脩
能
」に
つ
い
て
姜
亮
夫
は『
楚
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辭
通
故
』
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

脩
能
者
、
後
天
修
養
之
能
力
。

脩
能
と
は
、
後
天
修
養
の
能
力
な
り
。

�

『
楚
辭
通
故
』

　

こ
の
「
後
天
」
と
い
う
語
は
、「
内
美
」
が
「
先
天
」
つ
ま
り
生

来
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
解
釈
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
た
「
修
養
」
の
語
か
ら
も
、
生
来
備
わ
っ
た
「
能
力
」
で
は

な
く
、自
意
に
拠
っ
て
身
に
着
け
た「
能
力
」で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
邦
に
於
い
て
は
、
赤
塚
忠
氏
が
「「
離
騒
」
の
様
式
に
つ
い
て（
（1
（

」

の
論
考
で
、「
脩
能
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
脩
能
」
の
「
脩
」
は
、「
修
」
の
仮
字
で
あ
っ
て
、「
霊
修
」「
修

名
」
な
ど
の
「
修
」
と
同
じ
く
、
善
美
の
意
で
あ
る
。
脩
能
と

は
、
後
天
的
に
優
れ
た
才
能
を
い
う
の
で
あ
る
。

�

（
該
書
三
一
頁
）

赤
塚
氏
も
姜
亮
夫
同
様
、「
脩
能
」
を
「
後
天
的
」
な
「
才
能
」
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、「
善
美
」
と
い
う
指
摘
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
、
複
数
の
資
料
を
挙
げ
て
示
し
た
よ
う
に
、「
内
美
」

と
は
内
側
の
美
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
内
美
」
と
は
、①
父
祖
と
の
関
係
（
血
統
）・
②
生
ま
れ
た
日
時
（
時

間
）・
③
名
と
字
と
の
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
、「
余
」
の
自

意
の
及
ば
な
い
生
来
の
性
質
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
置
さ
れ
る「
脩
能
」

が
、
自
意
に
拠
っ
て
身
に
着
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
勿
論
「
内
美
」
は
生
来
の
性
質
で
あ
る
か
ら
、「
余
」
の

冀
求
対
象
と
は
成
り
得
な
い
。

　

ま
た
「
脩
能
」
と
は
「
内
美
」
に
対
し
て
「
外
美
」
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
こ
ま
で
の
資
料
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
「
外
美
」
と
は
、
外
側
の
「
美
」
で
は
な
く
、
自
意
に
拠
っ
て

身
に
着
け
た
後
天
的
な
「
美
」
で
あ
る
。「
脩
」
は
「
離
騷
」
の
中

で
は
屡
々
表
現
さ
れ
、「
患
」・「
傷
」・「
怨
」
と
い
っ
た
語
と
の
関

連
が
見
ら
れ
る
。

　
「
離
騷
」
に
於
い
て
は
、
生
来
の
性
質
と
し
て
の
「
内
美
」
の
み

で
は
「
余
」
は
満
足
し
な
い
。「
余
」
は
「
内
美
」
に
重
ね
て
、
後

天
的
な
「
脩
能
」
を
自
意
に
拠
っ
て
求
め
る
。
こ
の
「
脩
能
」
は
香

草
佩
用
と
い
う
具
体
的
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
香

草
佩
用
の
表
現
は
「
離
騷
」
を
一
貫
す
る
。「
内
美
」
を
付
与
さ
れ

な
が
ら
も
「
脩
能
」
を
求
め
る
「
余
」
の
態
度
は
、「
離
騷
」
の
主

題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。「
内
美
」
を
付
与
さ
れ
る
の
み
で
は

「
余
」
の
激
情
へ
と
は
繋
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、「
内
美
」
を
備
え

ず
し
て
「
脩
能
」
を
求
め
て
も
ま
た
「
余
」
の
激
情
へ
と
は
繋
が
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
者
と
「
余
」
の
激
情
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
本
稿
で
は
言
及
す
る
準
備
が
不
足
で
あ
る
。
以
上
に
言
及
す
る



楚
辭
「
離
騷
」
の
「
美
」
に
つ
い
て

六
一

に
は
、「
美
」
に
加
え
て
「
脩
」
へ
の
考
察
を
も
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、別
稿
に
て
検
討
を
試
み
た
い
。
以
上
、「
内

美
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
終
え
、
次
節
で
は
「
厥
美
」
の
用
例
に
検

討
を
加
え
る
。

（
ⅱ
）「
厥
美
」

　
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」
の
用
例
に
は
、「
厥
美
」（
厥
の
美
）

の
例
が
三
例
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
厥
」
字
は
指
示
語
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、「
厥
」
字
が
何
を
指
示
す
る
の
か
、
そ
の
内
容
か
ら
「
美
」

を
考
察
す
る
。
そ
の
際
「
無
禮
」
や
「
俗
」
な
ど
の
語
が
「
美
」
と

対
置
さ
れ
る
た
め
、
注
意
を
払
い
行
論
す
る
。

夕
歸
次
於
窮
石
兮　
　

夕
べ
に
歸
り
て
窮
石
に
次
り

朝
濯
髮
乎
洧
盤　
　
　

朝
に
髮
を
洧
盤
に
濯
ふ

保
厥
美
以
驕
傲
兮　
　

厥
の
美
を
保
み
て
以
て
驕
傲
し

日
康
娱娱
以
淫
遊　
　
　

日
に
康
娱娱
し
て
淫
遊
す

雖
信
美
而
無
禮
兮　
　

信
に
美
な
り
と
雖
も
禮
無
し

來
違
棄
而
改
求　
　
　

來
れ
違
棄
し
て
改
め
求
め
ん

「
厥
美
」
は
前
出
の
「
宓
妃
」、
あ
る
い
は
彼
女
の
「
濯
髮
」
す
る
様

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、「
美
」
で
あ

り
な
が
ら
同
時
に
「
驕
傲
」
で
あ
る
と
の
状
態
が
成
立
す
る
点
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
美
」
と
は
視
覚
的
要
素
の
み
を
指
す

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
驕
傲
」
や
「
淫
遊
」
と
い
っ
た
行
為
と
同

時
に
発
生
し
得
る
。
こ
こ
で
は
「
驕
傲
」
や
「
淫
遊
」
の
原
因
と
し

て
の「
美
」が
認
識
さ
れ
る
。「
保
厥
美
以
驕
傲
兮
」と
あ
る
よ
う
に
、

「
美
」
を
頼
り
に
「
驕
傲
」・「
淫
遊
」
す
る
の
だ
か
ら
、「
驕
傲
」・「
淫

遊
」
の
原
因
は
「
美
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
美
」
に
は

「
善
」
な
ど
の
評
価
は
含
ま
れ
な
い
。
即
ち
、
こ
こ
で
の
「
美
」
と

は
視
覚
的
要
素
の
み
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
、「
美

而
無
禮
」と
い
う
状
態
が
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
更
に「
雖

信
美
而
無
禮
」
と
逆
接
で
表
現
さ
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
即
ち
、

本
来
の
「
美
」
と
は
「
禮
」
と
共
に
成
立
し
得
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
こ
で
の
「
美
」
は
、
本
来
の
「
美
」
と
は
異
な
り
「
禮
」
と
共
に

成
立
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
部
分
に
は
、「
美
」
が
「
驕
傲
」・「
淫
遊
」

の
原
因
と
な
る
と
い
う
、
外
見
と
内
実
と
の
乖
離
が
表
現
さ
れ
る
。

こ
の
外
見
と
内
実
と
の
乖
離
へ
の
認
識
が
、「
離
騷
」
の
主
題
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。「
余
」
は
「
美
」
を

冀
求
す
る
が
故
に
、「
美
」
と
内
実
と
の
乖
離
に
詠
嘆
す
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
こ
で
の「
美
」の
内
容
に
つ
い
て
、王
逸
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

言
宓
妃
用
志
高
遠
、
保
守
美
德
、
驕
傲
侮
慢
、
日
自
娛
樂
以
遊

戲
自
恣
、
無
有
事
君
之
意
也
。
…
言
宓
妃
雖
信
有
美
德
、
驕
傲
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無
禮
、
不
可
與
共
事
君
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
宓
妃　

志
を
用
ふ
る
こ
と
高
遠
に
し
て
、
美

德
を
保
守
す
れ
ど
も
、
驕
傲
侮
慢
し
て
、
日
に
自
ら
娛
樂
し
て

以
て
遊
戲
自
恣
し
、
君
に
事
ふ
る
の
意
有
る
無
き
な
り
。
…
言

ふ
こ
こ
ろ
は
、
宓
妃　

信
に
美
德
有
り
と
雖
も
、
驕
傲
し
て
禮

無
く
、
與
に
共
に
君
に
事
ふ
る
べ
か
ら
ず
。

�

『
楚
辭
章
句
』

王
逸
は
「
美
」
を
「
美
德
」
と
し
、
こ
こ
で
の
「
美
」
と
は
視
覚
的

要
素
だ
け
で
は
な
い
と
解
す
。
ま
た
宓
妃
の「
驕
傲
」の
動
機
を
、「
無

有
事
君
之
意
」
に
求
め
る
。「
離
騷
」
の
当
該
部
に
は
、
仙
女
・
神

女
は
本
来
的
に
人
の
意
に
反
す
る
、
と
い
う
古
代
的
な
発
想
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
古
代
的
な
発
想
に
拠
る
行
為
と

「
禮
」と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
「
美
而
無
禮
」
が
成
立
し
得
る
と
確
認
す
る

に
留
め
る
。
以
下
に
示
す
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
で
は
、「
美
」
に
つ

い
て
は
「
美
德
」
と
は
し
な
い
。

言
虙
妃
驕
傲
淫
遊
、
雖
美
而
不
循
禮
法
、
故
棄
去
而
改
求
也
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
虙
妃　

驕
傲
淫
遊
し
て
、
美
な
り
と
雖
も
禮

法
に
循
は
ず
、
故
に
棄
て
去
り
て
改
め
求
む
る
な
り
。

�

『
楚
辭
集
注
』

「
信
美
」
を
「
美
」
と
し
、「
無
禮
」
を
「
不
循
禮
法
」
と
す
る
。
こ

こ
で
は
「
美
」
が
視
覚
的
要
素
の
み
を
指
す
か
否
か
は
確
定
し
得
な

い
。
金
開
誠
氏
『
楚
辭
選
注
』
や
湯
炳
正
氏
等
『
楚
辭
今
注（
（1
（

』
で
は
、

「
美
」
を
「
美
麗
」
と
解
釈
す
る
。

她
雖
然
確
實
美
麗
然
而
不
講
禮
法
、

彼
女
は
確
か
に
美
し
い
が
礼
法
を
重
ん
じ
な
い
、

�

『
楚
辭
選
注
』

信
美
、
確
實
美
麗
。

信
美
と
は
、
確
か
に
美
し
い
こ
と
。

�

　
『
楚
辭
今
注
』

こ
こ
で
の
「
美
」
が
「
美
德
」
を
指
す
か
、
視
覚
的
要
素
の
み
を
指

す
か
判
断
す
る
根
拠
に
乏
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
確
認

し
た
よ
う
に
、「
美
而
無
禮
」
で
あ
る
状
態
が
発
生
し
得
る
こ
と
は

注
目
に
値
し
よ
う
。「
美
」
と
「
無
禮
」
の
対
置
か
ら
、「
美
」
と
は

十
全
で
理
想
的
な
状
態
を
示
す
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
得
る
。
即
ち

こ
こ
で
の
「
美
」
と
は
、
前
節
で
考
察
し
た
天
・
祖
・
父
か
ら
賦
さ

れ
る
「
内
美
」
と
は
異
質
な
「
美
」
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
次
に

「
厥
美
」
の
他
の
例
を
確
認
す
る
。

余
以
蘭
爲
可
恃
兮　
　

余
れ
蘭
を
以
て
恃
む
べ
し
と
爲
せ
り

羌
無
實
而
容
長　
　
　

羌　

實
無
く
し
て
容
の
み
長
し

委
厥
美
以
從
俗
兮　
　

厥
の
美
を
委
て
て
以
て
俗
に
從
ひ



楚
辭
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騷
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て

六
三

苟
得
列
乎
衆
芳　
　
　

苟
く
も
衆
芳
に
列
す
る
を
得
た
り

こ
こ
で
は
、
前
出
の
「
蘭
」
を
指
し
「
厥
美
」
と
言
う
の
だ
ろ
う
。

但
し
、
こ
の
「
蘭
」
に
つ
い
て
は
解
釈
が
分
か
れ
る
。
王
逸
『
楚
辭

章
句
』・
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』
で
は
「
蘭
」
を
懷
王
の
弟
で
あ
る

子
蘭
と
し
、
後
出
の
「
椒
」
を
楚
国
の
大
夫
子
椒
と
す
る
。
一
方
、

朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
以
降
は
「
蘭
」
も
「
椒
」
も
植
物
と
す
る
解
釈

が
殆
ど
で
あ
る
。
こ
の
「
蘭
」
解
釈
の
検
討
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず

擱
き
、「
美
」
に
限
っ
て
考
察
を
進
め
る
。
こ
の
「
美
」
は
先
の
例

と
は
異
な
る
認
識
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
從
俗
」
と
「
美
」
と

は
並
存
し
な
い
。「
委
厥
美
」と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て「
從
俗
」

へ
と
導
か
れ
る
。
先
に
見
た
「
美
」
と
「
無
禮
」
と
は
、
次
の
よ
う

に
異
な
る
。

美
而
無
禮　

発
生
す
る

美
而
從
俗　

発
生
し
な
い

　

以
上
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
は
「
從
俗
」
の
内
容
に

注
目
し
て
検
討
し
た
い
。「
從
俗
」と
は「
衆
」と
並
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
苟
得
列
乎
衆
芳
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
美
」

は
「
非
俗
」
で
あ
る
か
ら
、「
美
」
は
ま
た
「
非
衆
」
で
あ
る
と
換

言
で
き
よ
う
。「
從
俗
」が「
衆
」に
並
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
は
、

王
逸
『
楚
辭
章
句
』・
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』・
錢
杲
之
『
離
騷
集
傳
』

な
ど
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

言
子
蘭
棄
其
美
質
正
直
之
性
、
隨
從
諂
佞
、
苟
欲
列
於
衆
賢
之

位
、
無
進
賢
之
心
也
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
子
蘭　

其
の
美
質
正
直
の
性
を
棄
て
、
諂
佞

に
隨
從
し
、
苟
く
も
衆
賢
の
位
に
列
せ
ん
と
欲
し
て
、
賢
に
進

む
の
心
無
き
な
り
。

�

『
楚
辭
章
句
』

子
蘭
有
蘭
之
名
、
無
蘭
之
實
、
雖
與
衆
芳
同
列
、
而
無
芬
芳
也
。

子
蘭
に
蘭
の
名
有
る
も
、
蘭
の
實
無
し
。
衆
芳
と
列
を
同
じ
く

す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
芬
芳
無
き
な
り
。

�

『
楚
辭
補
注
』

委
棄
其
美
、以
從
流
俗
、苟
且
得
列
乎
衆
賢
之
中
、蓋
似
賢
而
非
。

其
の
美
を
委
棄
し
、
以
て
流
俗
に
從
ひ
、
苟
く
も
且
に
衆
賢
の

中
に
列
す
る
を
得
ん
と
す
。
蓋
し
賢
に
似
る
も
非
な
り
。

�

『
離
騷
集
傳
』

　

即
ち
、
対
象
に
内
包
さ
れ
る
要
素
の
み
を
根
拠
に
「
美
」
が
認
識

さ
れ
る
の
で
な
い
。「
離
騒
」
に
於
い
て
は
、
対
象
が
「
衆
」
と
異

質
で
あ
る
こ
と
に
拠
っ
て
「
美
」
が
認
識
さ
れ
る
と
も
想
定
し
得
る
。
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特
に
「
衆
」
や
「
俗
」
が
「
美
」
の
対
概
念
と
し
て
強
調
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

　
「
羌
無
實
而
容
長
」
か
ら
は
「
實
」
と
「
容
」
と
の
対
置
が
確
認

さ
れ
る
。「
容
長
」
と
は
視
覚
的
要
素
の
優
れ
た
様
を
言
う
。
朱
熹

の
注
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

容
長
、
謂
徒
有
外
好
耳
。

容
長
と
は
、
徒
だ
外
好
の
み
有
る
を
謂
ふ
の
み
。

�

『
楚
辭
集
注
』

視
覚
的
要
素
で
あ
る
「
容
長
」
と
、内
実
が
「
無
」
で
あ
る
「
無
實
」

と
が
並
存
す
る
。
こ
こ
に
は
先
に
検
討
し
た
「
雖
信
美
而
無
禮
兮
」

と
同
様
に
、
外
見
と
内
実
と
の
乖
離
が
表
現
さ
れ
る
。「
羌
」
と
の

表
現
か
ら
も
、
乖
離
の
認
識
に
拠
っ
て
発
生
す
る
詠
嘆
が
読
み
取
れ

よ
う
。「
宓
妃
」
の
場
合
も
「
蘭
」
の
場
合
も
外
見
は
よ
い
（「
美
」・

「
容
長
」）
け
れ
ど
も
、
内
実
が
伴
わ
な
い
。
外
見
と
内
実
と
の
乖
離

に
拠
っ
て
発
生
す
る
感
情
は
、「
離
騷
」
の
「
世
界
観
」
に
強
く
関

与
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
以
下
に
「
厥
美
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。

惟
玆
佩
之
可
貴
兮　
　

惟
れ
玆
の
佩
の
貴
ぶ
べ
き

委
厥
美
而
歷
玆　
　
　

厥
の
美
を
委
て
て
玆
に
歷
る
も

芳
菲
菲
而
難
虧
兮　
　

芳
菲
菲
と
し
て
虧
け
難
く

芬
至
今
猶
未
沫　
　
　

芬
は
今
に
至
る
も
猶
ほ
未
だ
沫
ま
ず

こ
こ
で
は
、「
可
貴
」
と
評
価
す
る
「
佩
」
を
指
し
て
「
厥
美
」
と

言
う
の
だ
ろ
う
。「
美
」
を
捨
て
て
も
な
お
「
芳
菲
菲
」
と
い
う
状

態
が
続
き
、
そ
の
芳
香
は
な
か
な
か
銷
散
し
な
い
と
い
う
。「
離
騷
」

に
於
け
る
芳
香
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
委
厥
美
」
の
後
、
直
ち
に
劣
化
が

完
了
す
る
の
で
は
な
く
、「
美
」
を
委
て
て
も
な
お
、「
芳
」
や
「
芬
」

が
残
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
熹
は
『
楚
辭
集
注
』
に
於
い
て
、「
美
」

を
「
俗
」
と
関
連
付
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

言
瓊
佩
有
可
貴
之
質
、
而
能
不
挾
其
美
以
取
世
資
、
委
而
棄
之
、

以
至
於
此
。
然
其
芬
芳
實
不
可
得
而
減
損
昏
暗
。
此
原
之
自
況

也
。
然
上
章
譏
蘭
旣
有
委
厥
美
之
文
矣
。
此
美
瓊
佩
、
又
以
爲

言
者
、
蓋
彼
真
棄
其
美
之
實
以
從
俗
、
此
則
棄
其
美
之
利
以
徇

道
、
其
事
固
不
同
也
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
瓊
佩
に
貴
ぶ
べ
き
の
質
有
る
も
、
而
れ
ど
も

能
く
其
の
美
を
挾
せ
ず
。
以
て
世
資
を
取
り
て
、
委
て
ら
れ
て

之
れ
を
棄
て
、
以
て
此
に
至
る
。
然
れ
ど
も
其
の
芬
芳
、
實
に

得
て
減
損
昏
暗
す
べ
か
ら
ず
。
此
れ
原
の
自
況
な
り
。
然
れ
ど

も
上
章
は
蘭
旣
に
厥
の
美
の
文
を
委
つ
る
こ
と
有
る
を
譏
る
。

此
れ
瓊
佩
を
美
せ
り
。
又
以
爲
へ
ら
く
言
は
、
蓋
し
彼
の
真
に

其
の
美
の
實
を
棄
て
て
、
以
て
俗
に
從
ふ
。
此
れ
則
ち
其
の
美

の
利
を
棄
て
て
、
以
て
道
に
徇
ふ
。
其
の
事
固
に
同
じ
か
ら
ざ
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こ
こ
で
朱
熹
が
「
美
之
實
」
と
「
美
之
利
」
と
に
区
別
し
て
認
識
す

る
点
に
注
目
し
た
い
。
右
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
美
之
實
」
と
対
置

さ
れ
る
の
は
「
從
俗
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
「
委
厥
美
以
從
俗
兮
」

に
於
け
る
構
造
と
同
様
で
あ
る
。
朱
熹
は
「
美
」
を
「
利
」
と
「
實
」

と
に
区
別
す
る
こ
と
で
、「
美
」
が
委
て
ら
れ
た
後
の
芳
香
を
解
釈

し
た
。
朱
熹
以
前
に
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
注
釈
は
、
管
見
の
限
り

見
当
た
ら
な
い
。「
美
」
の
分
析
を
目
的
と
す
る
本
稿
で
は
、
こ
の

朱
熹
の
解
釈
を
採
り
、「
美
」
は
複
数
の
要
素
に
分
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
と
想
定
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
「
厥
美
」
の
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て

そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
は
、「
美
」
と
は
必
ず
し
も
十

全
で
理
想
的
な
状
態
を
示
す
の
で
は
な
い
。「
美
」
が
「
無
禮
」
の

原
因
と
な
る
例
を
確
認
し
、「
美
而
無
禮
」
が
成
立
す
る
と
し
た
。

次
に「
美
」は「
從
俗
」と
は
異
質
な
状
態
で
あ
る
と
確
認
し
た
。「
從

俗
」
は
「
衆
」
と
並
ぶ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
衆
」
と
異
質
、即
ち
「
非

衆
」
で
あ
る
こ
と
自
体
が
「
美
」
の
条
件
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
美
」が
委
て
ら
れ
た
後
の
芳
香
に
対
す
る
朱
熹
の
注
釈
か
ら
、

「
美
」
を
「
利
」
と
「
實
」
と
に
区
別
し
得
る
例
を
確
認
し
た
。

四
、
結
び
に
か
え
て

　

以
上
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
内
美
」
と
「
厥
美
」
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
こ
こ
ま
で
指
摘
し
た
内
容
を
確
認
し
、仮
の
結
び
と
し
た
い
。

　

第
一
に
「
内
美
」
の
構
成
要
素
を
指
摘
し
た
。「
内
美
」
は
、
①

父
祖
と
の
関
係
（
血
統
）・
②
生
ま
れ
た
日
時
（
時
間
）・
③
名
と
字

と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
「
余
」
の

自
意
の
及
ば
な
い
、
生
来
の
性
質
で
あ
る
。

　

第
二
に
「
内
美
」
と
「
脩
能
」
と
の
比
較
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
指
摘
し
た
。
生
来
の
本
質
で
あ
る
「
内
美
」
に
対
し
て
、「
脩
能
」

と
は
自
意
に
拠
り
後
天
的
に
身
に
着
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、

「
内
美
」
を
付
与
さ
れ
な
が
ら
も
「
脩
能
」
を
求
め
る
「
余
」
の
態

度
は
、「
離
騷
」の
主
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。「
内

美
」
を
付
与
さ
れ
る
の
み
で
は
「
余
」
の
激
情
へ
と
は
繋
が
ら
な
い

で
あ
ろ
う
し
、「
内
美
」
を
備
え
ず
し
て
「
脩
能
」
を
求
め
て
も
ま

た
「
余
」
の
激
情
へ
と
は
繋
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
指
摘

に
伴
い
、「
脩
」
の
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
少
し
く
言
及
し
た
。

　

第
三
に
「
厥
美
」
に
つ
い
て
、
対
置
さ
れ
る
「
禮
」
や
「
俗
」
と

の
関
係
を
示
し
た
。「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」
は
、「
無
禮
」
で
あ
っ

て
も
成
立
す
る
が
、「
從
俗
」
で
あ
る
場
合
は
成
立
し
な
い
。「
美
」

に
は
「
非
衆
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
離
騷
」
に
於
け
る
「
美
」
に
つ
い
て
は
、「
求
美
」
の
内
容
、
或

い
は
「
蔽
美
」
と
「
世
溷
濁
」
と
の
併
置
な
ど
、
検
討
す
べ
き
内
容

を
多
く
残
す
。
本
稿
は
、
対
象
の
一
部
に
対
し
て
考
察
を
加
え
た
に

す
ぎ
な
い
。
誠
に
遺
憾
な
が
ら
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
本
稿
で
は
扱

え
な
い
た
め
別
稿
で
論
じ
た
い
。

　

本
稿
で
幾
度
か
述
べ
た
よ
う
に
、
外
見
と
内
実
と
の
乖
離
の
認
識

に
拠
る
「
余
」
の
激
情
は
、「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
世
界
観
」
に

基
づ
き
、「
離
騷
」
の
主
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
想

定
す
る
。

　

最
後
の
一
文
は
仮
説
の
域
を
出
な
い
。
こ
の
仮
説
の
実
証
を
今
後

の
課
題
と
し
、
一
応
の
筆
を
擱
く
。

注○
本
稿
掲
出
の
「
離
騷
」
本
文
に
は
、『
屈
原
集
校
注
』
上
册
（
金
開
誠
他
著
・

中
華
書
局
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
・
一
九
九
六
年
八
月
第
一
版
）
一
頁
～

一
八
四
頁
を
使
用
し
、
適
宜
諸
本
を
参
看
し
た
。

（
１
）	拙
稿
「
楚
辭
「
離
騷
」
に
於
け
る
変
易
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
一
巻

十
号
、
二
〇
二
〇
年
十
月
）
参
照
。

（
２
）	本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、「
離
騷
」
を
「
余
」
の
激
情
の
発
露
に
拠
る
言
辞
と

す
る
。そ
し
て
、以
上
の
定
義
を
成
立
さ
せ
る
作
品
中
の
諸
認
識
の
根
源
を
、

「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
世
界
観
」
と
し
て
お
き
た
い
。

（
３
）	大
木
春
基
氏
に
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

	

「
楚
辞
で
は
美
人
の
ほ
か
に
、
全
編
を
通
じ
て
、
美
子
・
美
目
・
美
容
・
美
好
・

美
政
・
内
美
・
両
美
・
脩
美
・
純
美
等
の
、
お
よ
そ
美
に
関
係
し
た
一
連

の
語
彙
が
豊
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
が
楚
辞

文
学
に
見
ら
れ
る
一
特
質
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
か
ろ

う
」（「
美
人
語
義
考
（
其
の
一
）
─
楚
辞
（
離
騒
）「
恐
美
人
之
遅
暮
」
を

中
心
に
し
て
─
」、『
大
妻
國
文
』
五
号
、
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
、

一
九
七
四
年
）

（
４
）	注
（
３
）
の
論
考
に
加
え
、「「
美
人
語
義
考
」（
其
の
二
）
─
楚
辞
を
中
心

に
し
て
─
」（『
大
妻
國
文
』
六
号
、
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
、

一
九
七
五
年
）
の
論
考
が
あ
る
。

（
５
）	石
川
三
佐
男
氏
「「
楚
辭
」
九
章
の
思
美
人
篇
に
お
け
る
「
美
人
」
の
實
體

に
つ
い
て
─
九
歌
と
鏡
銘
に
お
け
る「
美
人
」の
實
體
解
明
を
糸
口
と
し
て
」

（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
四
輯
、
一
九
九
二
年
）
後
に
著
書
『
楚
辭

新
硏
究
』（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
二
年
）に
所
収
。
筆
者
は
著
書
を
参
看
し
た
。

（
６
）	小
南
一
郎
博
士
「
楚
辞
の
時
間
意
識
─
九
歌
か
ら
離
騒
へ
」（『
東
方
學
報
』

（
京
都
）」
第
五
十
八
冊
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）

後
に
著
書
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に

所
収
。
筆
者
は
著
書
を
参
看
し
た
。

（
７
）	田
島
花
野
氏
「『
楚
辞
』「
招
魂
」・「
大
招
」
の
美
女
描
写
」（『
東
北
大
学

中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
八
号
、
二
〇
一
三
年
）
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（
８
）	蕭
兵
氏
『
楚
辭
與
美
學
』（
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
９
）	顔
翔
林
氏
『
楚
辞
美
論
』（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
10
）	李
澤
厚
氏
『
美
的
歴
程
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
「
四　

楚
漢

浪
漫
主
義
」
の
項
目
が
あ
る
。

（
11
）	本
稿
で
は
、
各
注
釈
の
通
覧
に
『
楚
辞
学
文
庫
第
一
卷　

楚
辭
集
校
集
釋
』

（
崔
富
章
氏
等
編
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
使
用
し
、
適
宜

諸
本
を
参
看
し
た
。
以
下
、
注
記
の
無
い
も
の
は
同
様
で
あ
る
。

（
12
）	赤
塚
忠
氏
「「
離
騒
」
の
様
式
に
つ
い
て
」（『
二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究

所
集
刊
』
第
八
輯
、
一
九
七
八
年
）
後
に
著
作
集
『
赤
塚
忠
著
作
集　

第

６
巻　

楚
辞
研
究
』（
研
文
社
、
一
九
八
六
年
）
に
所
収
。
筆
者
は
著
作
集

を
参
看
し
た
。

（
13
）	湯
炳
正
氏
等
注
『
中
國
古
典
文
學
叢
書　

楚
辭
今
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）
三
一
頁

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
楚
辭
、
離
騷
、
美
、
俗
、
衆


